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研究成果の概要：後述の通り、当初予定していた、（１）『炭俵』『別座敷』の入集者調査と作品

の分析、（２）元禄前後の俳書に関する調査、（３）「かるみ」と同時期の蕉門外の俳諧に対する

着目について、それぞれ成果を上げることができた。（１）は、なお不十分な面を残しつつも、

連句分析に新しい評価軸を導入できたことが大きく、今後の作品分析に応用できると考えてい

る。（２）は、「元禄時代俳人大観」の完成が間近に迫るようになった。（３）も、今回は一作品

の分析にとどまるものの、具体的に未注釈文献に取り組んだことにより、当該作品の性格がよ

く知られるようになった。また、地方俳諧との比較を通して「かるみ」の本質を考えるという、

新たな視点を得られたことも、大きな収穫といえる。 
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研究分野： 
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１．研究開始当初の背景 
（１）この研究課題を設定した背景には、芭
蕉の俳諧を理解する上で欠くことのできな
い「かるみ」に関する研究が、現在は活発で
ないという事実がある。また、これまでに行
われてきた「かるみ」の研究に、客観性をや
や欠く面があったということも、この課題に
取り組む一つの前提となっている。 
（２）この研究組織のメンバーは、元禄期の
俳書に関する悉皆的な調査をはじめており、
また、『古典俳文学大系』（集英社）のＣＤ－

ＲＯＭ版作成にも参画するなど、俳書・俳人
と作品に関するデータを整えつつあった。 
（３）上記の二つを結びつけることで、「か
るみ」研究の新局面が拓けるという展望をも
ち、この研究課題を設定したわけである。 
 
２．研究の目的 
（１）何よりも「かるみ」研究を客観的なも
のにしなければならないと考えた。そのため、
対象をしぼることとし、「かるみ」を具現す
るといわれる『炭俵』『別座敷』を、入集者
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と作品の双方から追究し、その特色を明らか
にしていくことをめざした。 
（２）その前提として、元禄前後の俳壇状況
をていねいに把握することを目的に加え、俳
書に関する悉皆的調査を継続・推進すること
にした。 
（３）蕉門の俳諧がもつ特色をはっきり浮か
び上がらせるためには、蕉門以外の作品や人
的交流に関する把握が必要であると考え、い
くつかの作品分析をも試みることにした。 
 
３．研究の方法 
（１）『炭俵』『別座敷』の入集者に関しては、
その俳諧履歴を調査し、入集一覧表を作る。
同時に、所収される連句を取り上げ、新しい
視点を加えた注釈を試みる。 
（２）元禄前後の俳書に関する悉皆的な調査
を推し進め、とくに入集者の一覧を作る。そ
のために調査旅行を行うなどして、俳書につ
いての情報を広く集める。 
（３）芭蕉が「かるみ」を唱えたころの俳壇
全体の動きに着目し、とくに地方で編まれた
俳書を検討対象に加える。 
 
４．研究成果 
（１）予定通り、『炭俵』『別座敷』に入集す
る俳人たちの入集状況一覧を作成した。これ
により、「かるみ」を支えた人々の具体的な
動向がほぼ明らかになった。また、『炭俵』
からは「むめがゝに」歌仙、『別座敷』から
は「紫陽花や」歌仙を取り上げ、付合のダイ
ナミズムという点に着目して注釈を行った。
これらは、下記の図書に収めてある。 
（２）この研究以前から着手していた「元禄
時代俳人大観」（『近世文芸研究と評論』誌に
連載中）の作業を継続し、この３年の間にも、
６回の掲載を行った。これについては、全体
をまとめ直す計画であり、その作業にも入っ
ている。 
（３）調査旅行によって関心をもつにいたっ
た、三原地方の『備後砂』という俳書を取り
上げ、その巻頭歌仙の注釈を行った。これに
より、芭蕉たちの「かるみ」を同時期の地方
の俳諧と比較することの有効性に、確信をも
つようになった。これは、下記の雑誌論文②
として発表し、下記の図書にも再録した。 
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